
日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　吉よ

し

　田だ

　
　
　稔

み
の
る

専
攻
学
科
目

　
　応
用
微
生
物
学
・
化
学
生
物
学

生

　年

　月

　
　昭
和
三
二
年

　四
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
五
六
年

　三
月

　
　東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　三
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　三
月

　
　農
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　五
月

　
　東
京
大
学
農
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　平
成

　七
年

　一
月

　
　東
京
大
学
農
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
四
年

　四
月

　
　理
化
学
研
究
所
吉
田
化
学
遺
伝
学
研
究
室
主
任
研
究
員（
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
国
立
研
究
開
発
法
人
、

現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
四
年

　五
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
客
員
教
授
（
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
五
年

　四
月

　
　埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
客
員
教
授
（
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
〇
年

　四
月

　
　
（
独
）理
化
学
研
究
所
基
幹
研
究
所
・
ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
〇
年

　四
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
〇
年

　四
月

　
　埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
連
携
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
三
年

　四
月

　
　京
都
大
学
客
員
教
授
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
五
年

　四
月

　
　
（
独
）
理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
同
セ
ン
タ
ー
創
薬
・
医
療
技
術
基
盤
連
携
部
門
・
部
門
長
（
平
成
二
七
年
四
月
よ

り
国
立
研
究
開
発
法
人
、
兼
務
、
現
在
に
至
る
）

七

日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　満み

つ

　屋や

　裕
ひ
ろ

　明
あ
き

専
攻
学
科
目

　
　感
染
症
学
・
膠
原
病
学
・
血
液
内
科
学

生

　年

　月

　
　昭
和
二
五
年

　八
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
五
〇
年

　三
月

　
　熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　五
五
年

　二
月

　
　熊
本
大
学
医
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　五
七
年

　四
月

　
　医
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　同

　五
七
年
一
〇
月

　
　米
国
国
立
癌
研
究
所
客
員
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　同

　五
九
年

　二
月

　
　米
国
国
立
癌
研
究
所
上
級
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　同

　六
三
年
一
二
月

　
　米
国
国
立
癌
研
究
所
主
任
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　平
成

　三
年

　七
月

　
　米
国
国
立
癌
研
究
所
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
部
部
長
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　
　九
年

　四
月

　
　熊
本
大
学
医
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
五
年

　四
月

　
　京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
二
年

　一
月

　
　熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　一
月

　
　
（
独
）
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
（
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
国
立
研
究
開
発
法
人
、
現
在
に
至

る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　一
月

　
　
（
独
）
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
国
立
研
究
開
発

法
人
、
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　一
月

　
　
（
独
）
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
開
発
医
療
部
長
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　四
月

　
　京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
四
年

　六
月

　
　獨
協
医
科
大
学
特
任
教
授
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）
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四
二

医
学
博
士
満
屋
裕
明
氏
の
「H

IV
-1

感
染
症
と

エ
イ
ズ
に
対
す
る
治
療
法
の
研
究
・
開
発
」
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　一
九
八
一
年
、
米
国
に
お
い
て
「
死
に
至
る
奇
病
」
と
し
て
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
（A

ID
S

）
の
存
在
が
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
一
九
八
三
年
に
患
者
か

ら
ウ
イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
た
も
の
の
、
伝
播
様
式
は
不
明
の
ま
ま
で
、
発
症
す

れ
ば
二
年
以
内
に
〜
八
〇
％
が
死
に
至
る
、
自
然
治
癒
が
得
ら
れ
な
い
感
染
症

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
研
究
者
も
恐
れ
て
治
療
法
の
研
究
が
進
ま
な
い
中

で
、
満
屋
裕
明
氏
は
そ
れ
ま
で
の
血
液
学
、
特
に
成
人
T
細
胞
白
血
病
の
研
究

で
自
ら
確
立
し
た
研
究
手
法
を
駆
使
し
てA

ID
S

の
治
療
薬
の
研
究
と
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。
世
界
最
初
のA
ID
S

ウ
イ
ル
ス
（
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
同
定

さ
れ
、
後
にH

IV
-1

と
命
名
さ
れ
た
）
に
対
す
る
評
価
方
法
を
確
立
、
こ
れ
を

用
い
てazidothym

idine

（A
Z
T

）
がH

IV
-1

に
対
し
て
強
力
な
活
性
を
発
揮

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
引
き
続
い
て
、dideoxyinosine

（ddI

）、dide-

oxycytidine

（ddC

）（
い
ず
れ
もdideoxynucleosides: ddN

s

）
の
発
見
と
開

発
に
成
功
し
た
。満
屋
氏
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
米
国
立
衛
生
研
究
所（N

IH

）・

米
国
立
癌
研
究
所
（N

C
I

）
で
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
臨
床
効
果
が
確
認
さ
れ
る

に
至
っ
て
、AZ
T

は
一
九
八
七
年
、
最
初
のA

ID
S

治
療
薬
と
し
て
認
可
さ
れ
、

世
界
のA
ID
S

治
療
薬
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。ddC

とddI

も
相
次
い

で
第
二
、
第
三
のA

ID
S

治
療
薬
と
し
て
臨
床
に
供
さ
れ
た
。

　満
屋
氏
自
身
は
引
き
続
い
て
治
療
薬
開
発
の
研
究
を
続
け
た
。
そ
の
最
た
る

も
の
と
し
てdarunavir

（D
R
V

）
が
あ
げ
ら
れ
る
。D

R
V

はH
IV
-1

プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
の
活
性
中
心
部
の
ア
ミ
ノ
酸
主
鎖
に
強
固
に
結
合
し
てH

IV
-1

プ
ロ

テ
ア
ー
ゼ
の
酵
素
活
性
を
阻
害
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
合
部
位
に
変
異
を
起
こ

す
と
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
性
が
失
わ
れ
る
事
も
あ
っ
て
、
既
存
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

阻
害
剤
に
耐
性
のH

IV
-1

変
異
株
に
も
強
力
な
活
性
を
発
揮
、D

R
V

耐
性
も

発
現
し
に
く
く
、A

ID
S

治
療
の
第
一
選
択
と
さ
れ
て
い
る
。D

R
V

は
国
際
連

合
が
関
連
す
るM

edicines Patent Pool

に
特
許
が
移
譲
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
な

ど
の
途
上
国
で
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
な
し
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
満

屋
氏
の
一
連
の
研
究
は
、AID

S

の
多
剤
併
用
治
療
へ
と
発
展
し
、HIV

-1

感
染

症
を
「
死
の
病
」
か
ら
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
病
」
へ
、
そ
し
て
、
妊
婦
か

ら
子
供
へ
の
感
染
予
防
や
、
性
的
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感
染
予
防
の
可
能
な
疾
患

へ
と
変
身
さ
せ
た
。

　

ddN
s

の
研
究
は
単
に
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
いA

ID
S

の
治
療
の
発

展
の
み
な
ら
ず
、
研
究
の
上
で
も
化
学
療
法
で
は
治
療
不
能
と
考
え
ら
れ
て
い

た
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
治
療
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。満
屋
氏
自
身
、

共
同
研
究
で
、H

IV
-1

に
対
す
る
治
療
薬
で
あ
っ
たddC

を
含
むddN

s

が
ヒ

四
三



ト
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（H

B
V

）
の
逆
転
写
酵
素
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
後
にlam

ivudine

な
ど
が
治
療
薬
と
し
て
開
発
さ
れ
る
根
拠
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
以
下
、
主
な
研
究
の
流
れ
に
つ
い
て
時
系
列
に
従
っ
て
ま
と
め

た
。

原
発
性
免
疫
不
全
症
の
病
理
発
生
の
研
究

　熊
本
大
学
内
科
学
教
室
に
お
い
て
、
原
発
性
免
疫
不
全
患
者
を
受
持
つ
と
共

に
、
患
者
の
血
液
由
来
の
細
胞
を
培
養
し
、
原
発
性
免
疫
不
全
症
の
多
く
は
、

B
細
胞
の
異
常
に
起
因
す
る
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
産
生
不
全
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
研
究
で
学
位
を
受
け
る
と
共
に
、
血
液
・
免
疫
学
研
究
の
基

本
的
手
法
を
体
得
し
た
。こ
の
こ
と
が
そ
の
後
の
研
究
展
開
の
基
礎
と
な
っ
た
。

ヒ
ト
T
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（H
T
L
V
-1

）
と
成
人
T
細
胞
白
血
病
（A

T
L

）

の
研
究

　米
国N

C
I

・N
IH

のS. B
roder

研
究
室
でA

T
L

か
ら
回
復
し
た
患
者
血
液

か
ら
、H

T
L
V
-1

感
染
細
胞
を
特
異
的
に
傷
害
す
るC

D
8

陽
性
T
細
胞
樹
立

に
成
功
し
、
ク
ロ
ー
ン
の
樹
立
と
、
そ
の
機
能
解
析
に
成
功
し
た
。
続
い
て
破

傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
（T

T

）
特
異
的
なC

D
4

陽
性
ヒ
ト
T
細
胞
ク
ロ
ー
ン
を
作
成

し
、
そ
の
様
な
ク
ロ
ー
ン
がH

T
L
V
-1

感
染
後
、
自
律
的
な
増
殖
能
は
増
す
が
、

免
疫
応
答
が
鈍
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

抗H
IV
-1

ア
ッ
セ
イ
系
の
開
発

　

H
IV
-1

を
入
手
、
先
に
樹
立
し
て
い
たT

T

特
異
的C

D
4

陽
性
T
細
胞
ク

ロ
ー
ン
を
用
い
てH

IV
-1

感
染
に
対
す
る
抗H

IV
-1

ア
ッ
セ
イ
系
を
開
発

し
、
同
時
に
抗
ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
薬
ス
ラ
ミ
ン
が
試
験
管
内
で
抗H

IV
-1

活
性

を
発
揮
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
ス
ラ
ミ
ン
は
臨
床
試
験
で
は
無
効
で
あ
っ
た

が
、
抗H

IV
-1

のin vitro

ア
ッ
セ
イ
系
の
開
発
・
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

A
ID
S

に
対
す
る
低
分
子
治
療
薬
の
開
発
・
研
究

　満
屋
氏
はH

IV
-1

の
逆
転
写
酵
素
活
性
の
阻
害
を
考
え
、
低
分
子
化
合
物
に

着
目
し
、
米
国
企
業
と
の
共
同
研
究
で
、A

Z
T

が
試
験
管
内
で
強
力
な
抗

H
IV
-1

活
性
を
示
す
こ
と
を
見
出
し
た
。
続
い
てddI, ddC

のH
IV
-1

阻
害

能
を
見
出
し
、
同
時
に
他
の
ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
誘
導
体
に
は
阻
害
効
果
が
な
く
、

2’,3’-dideoxy configuration

を
有
す
る
化
合
物
が
強
力
な
抗H

IV
-1

活
性

を
示
す
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
抗H

IV
-1

活
性
の
構
造
活
性
相

関
を
示
す
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
。

d
d
N
s

の
抗H

IV
-1

活
性
発
現
機
序
の
研
究

　
ddN
s

は
ヒ
ト
細
胞
の
リ
ン
酸
化
酵
素
で
3
リ
ン
酸
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

ddN
-3

リ
ン
酸
はH

IV
-1

の
逆
転
写
酵
素
の
良
好
な
基
質
で
あ
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